
あなんカルチャー

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

土
、
日
曜
、
祝
日
、
春
休
み
中
の
午
後
１
時

30
分
～
、
３
時
～
の
２
回
実
施
。

４
月
の
テ
ー
マ　
「
今
夜
の
星
空
と
木
星
の
お
話
」

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
よ
く
見
え
る
「
木
星
」

に
つ
い
て
、
見
え
方
や
特
徴
な
ど
の
お
話
を
し

ま
す
。
５
月
28
日
㈰
ま
で
。
な
お
、
４
月
29
日

㈷
か
ら
５
月
７
日
㈰
の
期
間
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
特
別
投
影
「
星
は
な
ぜ
光
る
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
　
友
の
会
会
員
募
集

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
29
年
度
科
学
セ

ン
タ
ー
友
の
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　
個
人
会
員　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

家
族
会
員　

３
０
０
０
円

定
員　
40
組

入
会
方
法　
科
学
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
入
会
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
会
費
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
活
動
は
5

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

開催日　５月３日㈷～５日㈷　
場所　文化会館　視聴覚室および研修室　　　　　　
出品資格　市内在住または出身者および本市と関係の

深い方で阿南市美術協会の会員（初めて出
品される方は、阿南市美術協会に入会して
いただきます。）
※小・中学生は出品することはできません。

作品規格　
　日本画　６号から50号までで額装または表装
　洋画　　６号から50号までで額装  　
　書道　聯

れん

落
おち

以下（表装または軸仕立て、縦横自由）
　写真　単写真、組写真とも半切およびＡ３～全倍サイズ

画面の長辺は40㎝以上90㎝以内
スクエアサイズ（正方形）は一辺が30㎝以
上50㎝以内
組写真は1パネル（90㎝×180㎝以内) に全
作品を固定

彫塑・工芸・デザイン　横1.5ｍ×縦1.5ｍまでで、
展示にふさわしいように仕
立てること。

※規格以外の作品は受付・展示はいたしません。
※額装にはガラスを用いないこと。（工芸の押し花作

品のみガラス可）
※アクリル板の使用は可（日本画はアクリル板も不可）
出品点数　１人につき１部門あたり２点まで　　
会費・出品料　美術協会年会費1,500円（初めて出品

される方と３年以上出品されていない
方は、入会金1,000円が必要）
出品料は１点につき500円　

作品の受付・搬入　４月27日㈭　9:30～12:00
文化会館２階　研修室
※この日以外は受付できません。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

テレビ番組の企画で「家庭教師ケイコ先生」としてデ
ビューした春野恵子さん。その後、タレント・俳優として
ドラマ、ＣＭ、バラエティー番組等で活躍。2003年に
浪曲と出会い、稽古を重ねて2006年に初舞台、2012
年に「咲くやこの花賞」大衆芸能部門を受賞しました。

日時　４月８日㈯
　　　14:00開演
　　　
場所　文化会館　視聴覚室
出演　春野恵子
入場料　【全席自由】

2,000円
（当日は2,500円）

※未就学児の入場はご遠慮
ください。

チケット販売場所　文化会館、平惣書店（阿南センタ
ー店、羽ノ浦国道店、徳島店）

※無料託児室を開設します。（10カ月～８歳）
　ご希望の方は１週間前までに予約してください。
　（託児予約　☎23－5599）へ

問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 「第56回 阿南市美術展」出品作品募集

■ 浪曲　とことんじゃぽねすく

セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

阿
南
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

平
成
29
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

市
内
の
小
中
学
校
に
通
う
小
学
４
年
生
以
上

を
対
象
と
し
て
、
科
学
工
作
を
中
心
に
原
則
毎

月
第
３
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
年
間
10
回
程
度

活
動
し
ま
す
。
高
専
の
先
生
な
ど
を
迎
え
て
の

講
座
や
、
夏
休
み
中
に
は
市
内
外
の
企
業
の
工

場
見
学
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

定
員　
30
人
（
希
望
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

年
会
費　
２
０
０
０
円
（
工
作
材
料
費
）

発
明
ク
ラ
ブ
体
験
会
を
実
施

　

５
月
か
ら
の
活
動
を
前
に
、
発
明
ク
ラ
ブ
は

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
知
り
た
い
人
向
け

の
体
験
会
で
す
。
参
加
は
無
料
、
先
着
30
人
。

日
時　
４
月
22
日
㈯　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

発
明
ク
ラ
ブ
お
よ
び
体
験
会
参
加
方
法

　

４
月
中
旬
ご
ろ
市
内
各
学
校
を
通
じ
て
配
布

さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

４
月
の
休
館
日　

３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
17
日
㈪
、
24
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
波
の
藩
札（
十
四
）

信
用
の
あ
っ
た
徳
島
藩
札

　

銀
札
場
座
本
人
二
人
、
金
銀
包
役
二
人
、

計
四
人
に
そ
れ
ぞ
れ
手
代
一
人
あ
て
付
け

ら
れ
た
。

　

手
代
一
人
一
年
間
に
つ
き
銀
三
百
目

（
匁
）
が
夏
と
冬
二
回
に
分
け
藩
札
で
支

給
さ
れ
た
。

　

地
方
銀
札
場
手
代
に
は
一
人
に
つ
き
二

人
扶
持（
年
米
約
三
石
六
斗
）
と
銀
百
八

十
目
が
夏
冬
二
回
に
分
け
て
支
給
さ
れ
た
。

　

地
方
銀
札
場
手
代
の
給
与
は
勤
務
し
た

日
よ
り
計
算
、
支
給
さ
れ
た
。
給
銀
は
勤

務
し
た
月
算
用
に
て
支
給
さ
れ
、
そ
の
月

十
五
日
ま
で
は
一
カ
月
分
に
計
算
さ
れ
た
。 　

地
方
銀
札
場
に
雇
わ
れ
た
者
の
給
与
や

諸
経
費
は
そ
こ
の
奉
行
が
支
給
し
た
。
塀

裏
で
は
座
本
人
が
藩
札
を
も
っ
て
支
給
し
、

帳
面
に
は
目
付
の
認
印
を
押
さ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

　

金
銀
包
役
越
久
田
、
座
本
人
の
使
用
す

る
硯
箱
、
筆
、
紙
、
銀
札
包
紙
、
銀
子
包

紙
、
秤
、
算そ

ろ

盤ば
ん

等
々
入
用
の
も
の
は
銀
札

場
奉
行
が
支
給
し
た
。

　

塀
裏
銀
札
場
奉
行
は
城
内
に
詰
め
て
お

り
、
用
が
あ
る
時
、
銀
札
場
へ
出
向
い
た

よ
う
だ
。
も
っ
と
も
、
地
方
銀
札
場
奉
行

は
常
勤
だ
っ
た
。

藩
札
再
発
行

　

享
保
十
五（
一
七
三
〇
）
年
十
一
月
十

九
日
よ
り
領
内
で
銀
札
が
再
び
流
通
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
御
城
下
に
は

塀
裏
、
南
方
は
鞆
浦
、
北
方
は
撫
養
四
軒

屋
、
脇
町
の
四
カ
所
に
銀
札
場
が
置
か
れ

た
。

　

淡
路
で
は
洲
本
、
多
賀
村
、
沼
島
浦
三

カ
所
に
銀
札
場
が
置
か
れ
た
。

　

銀
札
場
奉
行
は
十
月
ま
で
に
任
命
さ
れ

た
。
な
お
中
島
浦
、
池
田
村
、
日
和
佐
浦

に
銀
札
場
が
増
設
さ
れ
た
の
は
十
二
月
以

降
で
あ
る
。

　

こ
の
時
、
通
用
し
た
銀
札
は
二
分
、
三

分
、
五
分
、
一
匁
、
三
匁
、
五
匁
の
六
種

で
あ
る
。
支
払
い
に
不
足
分
が
で
き
た
と

き
は
銭
を
使
用
し
た
。

　

藩
当
局
は
庶
民
が
金
銀
貨
を
使
用
す
る

こ
と
を
原
則
的
に
禁
止
し
た
。
庶
民
は
金

銀
貨
を
銀
札
場
へ
持
参
し
藩
札
と
交
換
さ

せ
ら
れ
た
。
二
分（
二
十
文
相
当
）
以
下

の
場
合
、
銭
を
使
用
し
た
。

　

銀
子
を
も
っ
て
藩
札
を
交
換
す
る
時
、

銀
百
目
に
対
し
、
札
一
匁
と
し
、
藩
札
を

銀
子
と
交
換
す
る
時
は
札
百
二
匁
は
銀
百

匁
の
比
率
だ
っ
た
。

　

当
時
、
貨
幣
と
物
価
に
は
変
動
が
あ
っ

た
。
こ
の
際
変
動
に
応
じ
た
。

　

二
十
匁
以
上
の
取
引
、
支
払
い
に
お
い

て
金
銀
銭
の
使
用
を
禁
止
し
、
藩
札
を
通

用
さ
せ
た
。
穀
物
を
も
っ
て
の
決
済
も
禁

止
し
た
。
た
だ
し
年
貢
、
藩
か
ら
の
貸
付

に
返
済
の
場
合
、
例
外
と
し
た
。

　

藩
は
財
政
上
の
必
要
に
際
し
、
随
時
藩

札
を
発
行
し
た
。
こ
の
際
、
領
民
に
対
し

公
表
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
単
純
に
言

え
ば
藩
が
藩
札
を
二
倍
発
行
す
れ
ば
領
民

の
財
産
は
二
分
の
一
に
低
下
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

徳
島
藩
は
藍
の
収
益
に
よ
っ
て
藩
札
の

値
崩
れ
は
な
か
っ
た
。
藩
に
よ
っ
て
は
額

面
の
一
、
二
割
し
か
通
用
し
な
い
と
こ
ろ

も
少
な
く
な
か
っ
た
。

（
続
く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
123

北條民雄文学賞受賞作品集を４月下旬から販売します。
価格　１冊　500円
ご希望の方は、下記までお問い合わせください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 北條民雄文学賞受賞作品集について

阿波の藩札
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